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人 口 調 べ

( 昭和48年4月1日現在)
世 帯　　　　　191, 475
男　　　　　　305, 714
女　　　　　　295, 864
計　　　　　　601, 578

( 前月より304人減)

5月11日開館します
新田児童館・老人館

子
ど
も
と
お
年
寄
り
が

楽
し
め
る
施
設

五
月
五
日
は
「
子
ど
も
の
日
≒
子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成

畏
を
祝
い
、
子
ど
も
内
幸
褊
そ
願
う
日
で
す
。
そ
し
て
、
五
月

五
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
一
週
間
は
、
児
童
福
祉
の
推
進
を
図

る
児
童
裲
祉
週
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
区
で
は
、
各
セ
ン
タ
ー
・

児
童
館
が
中
心
に
な
っ
て
子
ど
も
向
け
の
行
事
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
五
月
十
一
日
に
は
、
新
田
児
童
館
・・
老
人
館

が
開
館
す
る
予
定
で
す
。
今
回
は
子
ど
も
に
対
し
て
の
施
策
に

目
を
向
け
て
み
ま
し
た
。

五
月
十
一
日
、こ
ど
も
と
老
人
の
施

設
、新
田
児
童
館
・
老
人
館
(
併
股
)

か
開
館
し
ま
す
。

□
児
童
館

児
童
の
健
全
な
遊
び
場
と
字
習
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
、図
一

輿

葦
楽
室
、
工
作
囑

育
成
室
な
ど
か
あ

り
ま
す
。
こ
ど
も
会
や
ク
ラ
ブ
も
組
織

さ
れ
、
友
人
と
楽
し
く
自
由
に
活
動
で

き
る
よ
う
設
備
さ
れ
て

い
ま

す
。
ま

た
、
小
学
生
低
学
年
の
学
童
保
育
も
行

な
い
ま
す
。

□
老
人
館

お
年
寄
り
の
方
々
が
ゆ
っ
た
り
と
し

た
気
分
で
踊
り
を
楽
し
ん

だ
り
、
民

謡
、
演
芸
、
囲
薺
、
将
棋
な
ど
を
、
自

由
に
楽
し
み

、
憩
い
の
場
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。
ま
だ
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を

と
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
入
浴
の
設
備

も
あ
り
ま
す
。

両
館
の
開
館
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
、
毎
週
月
曜
日
、
国

民
の
祝
日
、
年
末
年
始
が
休
館
臼
と
な

り
ま
す
。
日
曜
日
開
館

。

な
お
、
児
童
館
は
「
子
ど
も
の
日
」、

老
人
館
は
「
敬
老
の
日
」
に
は
開
館
し

ま
す
。

建
吻
の
所
在
、
施
設
規
模
内
容
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
所
在
地
　
新
田
二
丁
目
丁
一
三

九
匸
〒

三
四
三

□
交
通
機
関
　
都
バ
ス
=
足
立
区
役
所

前
～
王
子
駅
闡

新
田
三
丁
目
下
車

徒
歩
約
十
分
。

国
際
バ
ス
=
西
新
井
警
察
署
前
～
赤

羽
駅
間

新
田
小
学
校
下
車
徒
歩
約

五
分

□
構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
　

三
階
建
て
(
一
部
職
員
寮
)

□
面
積
　
延
床
面
積
一
一
二
五
・
四
六

匸

一
男
U

□
一
階

▽
児
X
館
遊
戯
室
/
育
成
室
/
集
会

室
/
休
養
室
/
相
談
室

▽
老
人
爾
　
大
広
間
/
娘
楽
室
/
浴
室
/

讌
沸
室

□
二
階

▽
児
重
鰉
工
作
室
/
音
楽
室
/
図
一

室な
お
、
老
人
館
は
、
区
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
併
設
さ
れ
て
い
る
い
ま
ま
で
の

施
般
と
違
い
、
独
立
し
た
機
能
を
も
つ

区
で
初
の
老
人
館
で
す
。
ま
た
、
児
重

館
は
、
四
十
七
年
十
二
月
に
開
館
し
た

西
伊
興
児
童
館
に
つ
き
二
番
目
の
児
童

館
に
な
り
ま
す
。

本
区
で
は
、
長
期
基
本
計
画
に
も
と

づ
き
、
今
後
、Z
内
各
地
区
に
こ
の
よ

う
な
施
設
を
ど
ん
ど
ん
建
股
し
て
い
く

予
定
で
す
。

閉館間近かの新田児童館・老人館

都
住

募
集

都
営
住
宅
一
千
(
百
九
戸
分
の
募

集
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

□
用
紙
交
付
期
間
　

五
月
七
日
(
月
)
～

十
二
日
(
土
)

□
用
紙
交
付
場
所
　

区
役
所
一
階
区

民
都
管
理
課
・
区
役
所
第
二
庁
舎

・
各
出
張
所

□
受
付
期
間

五
月
七
日
(
月
)
か
ら
十
五
日

(
火
)
ま
で
の
消

印
か
あ
り
、十
(

日
(
金
)
ま
で
に

中
央
郵
便
局
に
着

い
た
も
の
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、都
住
宅
局
へ
。　

二
匸
〒
五
一
一
(

小
・
中
学
校
を
開
放

青
少
年
の
団
体
活
動
な
ど
に

区
で
は
、
子
ど
も
の
遊
ぴ
場
弋

青

少
年
の
団
体
活
動
の
場
と
し
て
、、小
・

中
学
校
を
閧
放
し
て
い
ま
す
。

■
施
設
開
放

青
少
年
団
体
の
団
体
卵
勵
の
場
と
し

て
、
学
校
の
教
室
、
校
庭
匐
よ
ぴ
体
育

館
を
鬨
放
し
て
い
ま
す

。

利
用
日
時
-
学
校
教
育
に
支
陣
の
な
い

日
・
時
で

、
休
日
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で

、
そ
の
他
は
、
放
課
後
か

ら
午
後
九
時
ま
で

利
用
方
法
-
利
用
日
の
一
週
間
前
に
、

「
学
校
闘
放
利
用
申
請
書
」
を
、
ぞ
の

学
校
畏
に
提
出
し

、
承
認
を
受
け
る

な
お
、
継
続
的
に
利
用
す
る
場
合
は

「
学
校
開
放
利
用
団
体
登
録
申
睛
書
」

を
提
出
し
、
承
昭
を
受
け
れ
隲

・「
許

可
申
睛
番
」
を
い
ち
い
ち
畏
出
し
な
く

て
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
校
庭
自
由
開
放
校

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

学
校
の
校
庭
を
遊
び
堝
、
い
こ
い
の
場

と
し
て
提
供
し
ま
す
。

利
用
日
時
-
学
校
の
休
日
(
日
囀
叺

祝
q
夏
休
气
春
休
み
)
と
土
曜
日

の
午
後
。
時
間
は
、
四
目
7
十
目
ほ

午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
、

十
一
月
I
二
月
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

■
ス
ポ
ー
ツ
開
放
校

ス
ポー
ツ
を
す
る
場
所
と
時
間
に
恵

ま
れ
な
い
青
少
年
団
体
q
学
校
の
体

育
館
を
開
放
し
ま
す
。

利
用
目
時
-
校
庭
自
由
開
放
と
同
じ

剥
用
方
法
卜
利
用
日
の
三
日
前
ま
で
に

「
ス
ポ
ー
ツ
開
放
校
利
用
申
哨
一

」
を

そ
の
学
校
長
に
槌
出
し
、
承
認
を
受
け

る
な
お『
、
当
日
で
も
利
用
可
能
の
場
合

は
許
可
し
ま
す
。

■
施
設
開
放
校
(
但
し
、
0
印
以
下
は

畊
由
開
放
校
を
、
△
印
以
下
は
自
由
開

放
と
ス
ポ
ト
ツ
鬨
放
校
と
を
併
設
)

千
寿
第
一
不
丿
千
寿
篳
(
小
ご
兀
宿

小
、
西
新
井
第
一
小
、西
新
井
第
二
小
、

寺
地
小
、
関
原
小
、
関
原
小
分
校
、
江

北
小
、
高
野
心

爾
小
、
鹿
浜
小
、
舎

人
啝

栂
島
第
二
小
、
鳥
根
小
、
粟
原

小
、
粟
鳥
小
、
加
平
小
、
東
粟
原
小
、

弘
道
小
、
東
溯
江
小
、
中
川
小
、
花
畑

小
、、
花
畑
第
一
小
、
‘渕
江
第
一
小
、
渕

江
第
二
啝

伊
興
小『
、
西
伊
興
小
、
花

畑
東
小
、、
第
二
申
、
第
三
中
、第
七
中
、

第
十
一
中
、
'第
十
二
中
、
第
十
五
曳

第
十
六
中
、
江
南
中
、
新
田
中
、
鹿
浜

中
、
東
島
根
中
、
洌
江
巾
、
東
綬
瀬
中

○
・
・
千
寿
小
、
千
寿
第
一
小
、
千
寿
第

六
小
、
千
寿
旭
小
、
柳
原
小
、
西
新
井

小
、
本
木
小
、
本
木
柬
小
、
梅
鳥
第
一

小
、
弘
道
第
一
小
、
長
門
小

△
・
千
寿
第
三
小
、
千
寿
第
五
小
、
異

本
小
、
海
鳥
呎

大
谷
田
小

親
と
子
の
体
操
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

区
教
育
委
員
会
で
は
、
=
了
四
歳
児

と
そ
の
親
を
対
象
に
、
親
と
子
の
体
操

教
室
を
開
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ど

し
ど
し
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
講
師
　
犲
昼
テ
レ
ビ
体
操
出
演
　

望
月
美
恵
子
氏
ほ
か

□
開
設
時
間
　
昭
和
四
十
(
年
五
月
十
　

盲
か
ら
昭
和
四
十
九
年
三
月
二
十

二
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

□
時
間
　
A
組
-
午
前
十
時～
十
時
五
　

十
分
B

組
1
午
前
十
一
時
～
十
一

時
五
十
分

□
会
場
　
区
体
育
館
【
中
央
本
町
】
丁
　

目
一
七―
二
)

□
参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
次
の
方

A
組
-
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児
と
観

B
組
-
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
日

か
ら
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児
と
親

□
定
員
　
A
・
B
組
と
も
(
十
五
組
　
　
(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

□
参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育

委
員
会
体
胃
課
(
　
(
(
二
-
一
一
一

一
)
へ
ど
う
ぞ
(
申
込
用
紙
は
備
え
つ

け
の
も
の
を
使
用
)
。

な
お
、
参
加
す
る
方
は
、
親
子
と
も

連
動
の
で
き
る
服
装
で
、
運
動
靴
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

保
育
園
児
募
集

新
設
の
西
保
木
間
保
育
園

区
で
は
、
七
月
に
開
園
す
る
西
保
木

陥
保
育
園
(
西
保
木
問
二
丁
目
一
七
-

五
-
一
〇
一
・
都
営
住
宅
内
)
の
園
児

を
募
集
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

領
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
み
期
間

五
月
十
五
日
(
火
)
か
ら
三
十
一
日
　
　
(

木
)
ま
で

□
申
込
み
場
所

お
住
ま
い
を
曾
輛
す
る
福
祉
事
務
所

へ
ど
う
ぞ

□
足
立
福
祉
事
務
所
千
住
柳
町
こ
I
　

一
五
　
(
(
(
圭
ニ
ー
四
一

□
中
部
福
祉
事
務
所
　
関
原
二
丁
目
一
　

〇
一
〇
　
　
(
(
九
-
一
四
【
一

□
東
部
福
祉
事
務
所
　
東
綾
瀬
】
丁
目
　

五
-
一
七

　
　六
〇
五
-
七
一
〇
一

□
西
部
福
祉
事
務
所
鹿
浜
こ
丁
目
二
　

四
一
二
　
　
(
九
七
一
五
〇
一
一

□
持
参
す
る
も
の

▼
昭
和
四
十
七
年
度
特
別
区
民
税
額

の
わ
か
る
も
の
(
課
税
証
明
一
・
特
別

徴
収
通
知
一
・
納
税
通
知
一
の
い
ず
れ

か
)
▼
昭
和
四
十
七
年
分
所
得
税
額

の
わ
か
る
も
の
(
課
税
証
明
一
・
源
泉

徴
収
票
・
納
税
通
知
一
の
い
ず
れ
か
)
　

▼
昭
和
四
十
七
年
度
固
定
賢
産
税
の

わ
か
る
も
の
(
土
地
・
家
屋
を
お
持
ち

の
か
た
の
み
)
▼
印
か
ん

ご存知ですか

母子休養ホーム
都
で
は
、
二
十
歳

未
嘴
の
方
を
扶
養
し

て
い
る
母
子
家
庭
の

方
に
『
東
京
都
母
子

休
養
ホ
ー
ふ
事
業
』

を
実
施
し
て

い

ま

す
。
こ
の
制
度
は
、

海
と
山
に
施
設
を
指

定
し
、
い
つ
で
も
自

由
に
憩
い
の
場
と
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
(
年
に
一
度
)
。利
用
料
金
は
無

料
、ま
た
は
、低
額
(
冷
暖
房
費
な

ど
)
で
す
。

申
込
み
は
、福
祉
事
務
所
、ま
た
は

民
生
委
員
か
ら
利
用
劵
を
受
け
、
各
施

訛
へ
直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〇
海
の
施
設

朝
日
臨
海
福
祉
セ
ン
タ
よ
千
葉
県
)

国
民
宿
舎
-
九
十
九
里
セ
ン
タ
ー
(

千
葉
県
)

国
民
宿
舎
i
歌
の
茶
屋
(
都
大
鳥
町
)

○
山
の
施
般

国
民
宿
舎
―
太
渦
山
荘
(
箱
根
町
)

国
民
宿
舎
-
清
流
荘
(
都
西
多
摩
)

国
民
宿
舎
-
鳩
の
巣
荘
(
〃
)

く
ゎ
し
く
は
、
区
役
所
福
祉
係
、
ま

た
は
福
祉
事
務
所
へ
。

一
日
生
活
教
室

日
時
一
五
月
十
四
日
(
月
)
午
後
一

時
三
十
分
I
二
時
三
十
分
テ
ー
マー

台
所
と
食
中
毒
会
場
-
消
賢
者
セ
ン

タ
ー
江
東
支
所
(
墨
田
区
江
東
構
四
-

二
六
―
五
錦
糸
町
駅
前
江
東
デ
パ
ー

ト
三
階
)
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

都
消
費
生
活
対
策
室
消
費
者
セ
ン
タ
ー

江
東
支
所
(
　
六
三
五
-
○
九
一
四
)

へ
ど
う
ぞ
。

人

事

短
信

去
る
四
月
二
十
六
日
付
で
、
次
の
方

が
区
の
役
職
員
と
し
て
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
(
ヵ
'
コ
内
は
前
歴
・
役
取
)

□
助
役
=
駒
畸
襦
太
郎
(
区
収
入
役
)

□
収
入
役
=
I
益
子
正
夫
(
都
総
務
局
主
　

幹
)

区民福祉センター・児童館・図書館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
子
ど
も
の
日
の
つ
ど
い
　
五
月
五
日
(
土
)
午
前
十
時
・
午
後
二

時
・・・
映
画
「
キ
ン
グ
ゴ
ン
グ
対
ゴ
ジ
ーこ

、
う
た
等

■
毋
と
子
の
つ
ど
い
　
五
月
十
三
日
(
臼
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
人

形
劇
・
う
た
・
紙
芝
居

■
趣
味
の
教
寵
　
美
容
体
操
教
寂
　
五
月
十
日
(
木
)
・
三
十
一
日
　
(

木
)
午
前
十
時
紙
の
手
芸
敬
宣
《
つ
ぱ
め
の
モ
ビ
ー
ル
》
五
月

十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
材
料
費
四
百
円
鉄
筆
・
(
サ
ミ

ー
カ
'
タ
ー
持
参
文
学
教
室
《
日
本
古
典
文
学
の
系
譜
-
奥
の
細

導
五
月
十
七
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
生
花
歓
耋
(
古
流
》

五
月
十
七
日
(
木
)
午
前
十
時
定
貝
一
二
十
名
材
料
費
二
百
五
十

円
(
サ
ミ
・
雑
巾
持
参
紿
画
家
室
《
絵
画
鑑
賞
)
五
月
十
九
日
(

土
)
午
後
一
時
手
芸
教
皇
《
つ
ま
み
画
》
五
月
二
十
三
日
(
水
)

午
後
一
時
定
輿
五
十
名
材
料
費
千
円
ピ
ン
セ
y
卜
・
の
り
板

・
は
さ
み
持
参
エ
チ
ケ
ッ
ト
教
室
《
家
族
へ
の
エ
チ
ケ
'
卜
》
五

月
二
十
三
日
(
水
)
午
前
十
時
定
員
六
十
名
茶
遭
教
室
〈
茶
席

の
作
法
》
五
月
二
十
五
日
(
金
)
午
前
十
時
材
料
費
百
円
懐
紙

・
茶
悪
子
持
参

各
教
室
の
申
込
み
は
、
直
接
電
話
で
セ
ン
タ
ー
へ
。

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
九
大
四
(
四

■
老
人
将
棋
大
会
　
五
月
十
(
日
(
金
)
午
前
十
時
区
内
在
住
六

十
歳
以
上
の
方
で
先
一
四
十
名

申
込
み
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ

■
書
道
教
室
　
五
月
六
日
(
日
)
・
二
十
日
(
日
)
午
後
一
時

■
生
花
教
室
　
五
月
十
一
日
(
金
)
午
後
一
時

■
詩
吟
教
室
　
五
月
十
二
日
(
土
)
・
十
九
日
(
土
)
午
後
二
時

三
教
室
と
も
、
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
で
、先
着
二
十
名
で
す
。

■
お
た
の
し
み
劇
場
と
映
画
会
　
五
月
六
日
(
日
)
午
後
一
時
・
・
・
少

年
ジ
ャ
ッ
ク
と
魔
法
つ
か
い

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
九
七
一
五
〇
一
六

■
子
ど
も
の
日
の
つ
ど
い
　
五
月
五
日
(
土
)
午
前
十
時
・
・
・
映
画

午
後
二
時
三
十
分
・・
人
形
劇
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

■
ス
ラ
イ
ド
　
五
月
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時
・
・
・
『
海
の
水
は
な
ぜ
か

ら
い
』
・
「
て
ん
ぐ
の
う
ち
わ
」

■
老
人
舞
踊
教
室
　
五
月
十
一
日
(
金
)
・
十
(
日
(
金
)
午
前
十

時

対
象
は
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
二
-
二
七
六
五

■
子
ど
も
の
日
怪
獣
映
画
会
　
五
月
六
日
(
日
)
午
前
十
時
・
午
後

一
時
三
十
分
・・・
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ

■
踊
り
の
教
室
　
五
月
九
日
(
水
)
・
十
六
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

■
民
謡
教
室
　
五
月
十
日
(
木
)
・
十
七
日
(
木
)
午
後
】時
三
十
分

■
い
け
花
教
室
　
五
月
十
(
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分

■
お
茶
の
教
室
　
五
月
十
九
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

四
教
室
と
も
対
象
は
、
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
　
費
用
無
料

■
子
ど
も
映
画
会
　
五
月
十
三
日
(
日
T
わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

他
二
十
日
(
日
)
…
つ
る
と
お
百
姓
他
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

一
時
三
十
分

■
老
人
演
芸
大
会
　
五
月
三
十
日
(
水
)
午
前
十
時
参
加
申
込
み

は
、
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
で
二
十
五
日
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
事

務
童
へ
ど
う
ぞ
。先
奮
六
十
名

《
各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
科
で
ず
》

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
(
九
七
上
(
九
四
(

■
ギ
タ
ー
教
室
　
五
月
十
九
日
(
土
)
午
後
二
時
…
申
込
み
は
十
二

日
ま
で
児
童
館
事
務
所
へ
。

□
図
書
館
の
催
し
物

■
旧
淵
江
村
佐
野
新
田
佐
野
家
資
料
展
　
六
月
十
三
日
ま
で
開
催
中

日
曜
映
画
会
・
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
も
闘
催
中
・・・
中
央
図
一
館

■
子
ど
も
映
画
会
　
千
住
図
一
館
-
毎
週
日
曜
日
午
前
九
時
三
十
分

斬
田
図
一
館
一
五
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時
官
城
図
一
館
一

五
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時

《
各
施
設
と
も
月
鼈
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
が
、五
月
五
日
の
「子

ど
も
の
日
」は
各
セ
ン
タ
ー
と
も
開
館
し
ま
す
》

■ 区役所の電話882―1111　第二庁舎889- 6161　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7101　 西部福祉事務所897- 5011
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家

庭
家
庭
で
で
き
る
健
康
診
断

五
月
の
暖
か
い
陽
さ
に‥
yり
申
1

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。
『
わ
た

し
た
ち
の
健
康
は
家
庭
か
ら
』
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
家
郷
に
お
け
る
健

康
管
理
が
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
。。
あ
な
た
自
身
の
崘

蘗
診
断
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
す
が
。
家
庭
で
簡

単
に
で
き
る
健
康
診
断
の
要
点
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

○
体
温
で
・
・
・

人
に
よ
っ
て
平
熟
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
体
温
は
靭
低
く
、
牛
後
に
な

っ
て
高
く
な
叺
、
夕
方
に
な
る
と
ま

た
低
く
な
り
ま
す
。
一
日
の
こ
の
鷹

廈
差
は
、
健
康
な
人
で

】度
以
内
で

す
。
発
熱
、
と
く
に
徹
勲
な
ど
が
長

く
つ
づ
く
と
き
な
ど
は
、
備
性
の
痾

気
か
か
く
れ
て
い
る
と
思
わ
ね
ぱ
な

り
ま
せ
ん
。

○
体
重
で
・
・
・

中
年
す
ぎ
て
か
ら
膠
肪
令
宵
已

な
り
ま
す
と
、
心
纈
苧

勵
脈
硬
垈

瑯
血
庄
・
脯
鍖
病
な
ど
の
病
気
に
か

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
、
標
準
体
重

(
身
長
か
ら
I
〇
〇
を
引
き
、
そ
の

九
〇
%
)

を
こ
え
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

ま
た
逆
に
ゃ
せ
て
く
る
と
き
は

、

何
か
冽
気
が
あ
づ
た
叺

生
酒
か
不

姚
則
が
、
過
労
か
あ
っ
た
り
す
る
こ

と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○

脈

を

計
っ

て
・
・
・

二
十
五
～
六
『

繩
と
ぴ
の
よ
う

に
は
ね
て
、
二
分
闃
く
ら
い
の
う
ち

に
脈
が
も
と
の
回
数
に
も
ど
る
の
か

普
通
で
す
か
、
も
し
、
も
ど
る
の
か

遅
け
れ
ば
ご
心
臓
の
病
気
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
气

鍼
が
不
規

則
な
の
は
、
過
労
や
楠
神
緊
張
の
時

に
も
ね
こ
り
ま
す
。
脈
は
、
成
人
で

一
分
間
六
十
～
(
十
裡
度
で
す

。

○

大

便

の

検

査
で
・
・・

便
の
形
や
硬
さ
で
健
康
状
痼
を
り

か
ひ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
黒
い
色
の

便
は
禽
物
の
鬨
係
も
あ
り
ま
す
か
、

气

十
菷
拑
碣
、
小
腸
な
夕『
、
屁
峡

的
上
腹
部
の
出
血
か
あ
っ
た
と
き
な

ど
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
一
心
気
を
つ

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

○
尿
の
検
査
で
・
・
・

】
『
日
に
排
泄
さ
れ
る
尿
の
最
は
、

平
均
男
性
匸
一
〇
〇
`
～
一
五
〇
〇

气
女
性
一
〇
〇
〇
a
～
一
三
〇
〇

■
`
く
ら
い
で
、
こ
れ
を
四
～
五
回
に

わ
け
て
排
尿
し
ま
す
。
詼
の
量
が
】

臼
に
五
〇
〇
`
以
下
に
な
っ
た
と
き

は
明
ら
か
に
輿
常
1

胄
輾
や
心
臓

の
病
気
な
ど
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
の
ど
が
か
わ
い
・て
尿
の
回

数
が
多
く
合
計
一

が
參
い
と
き
に
は

■

糖
尿
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。

尿
の
色
は
、
‘ふ
つ
う
映
黄
色
か
ら

黄
褐
色
で
す
が
。
こ
れ
は
飲
料
や
阡

め
出
ぐ
あ
い
の
関
係
で
、
瀰
く
な
っ

た
り
。
賻
く
な
{づ
た
り
し
ま
す
。
も

し

。
赤
い
尿
が
で
た
場
合
は
『

一
■応

気
を
・つ
け
る
必
鮮
が
あ
り
ま
す
が
、

赤
い
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
血
尿
と
は

か
き
り
ま
せ
ん
。

愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

万
一
に
そ
な
え
て
I
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

五
月
の
移
動
採
血
日
程

五
月
十
一
日
(
金
)
千
寿
第
三
小

五
月
十
七
白
・
(木
)
区
第
二
庁
舎

一

五
月
二
十
三
日
(
水
)
大
谷
田
小

五
月
二
十
四
日
(
木
)
江
北
小

五
月
三
十
日
(
水
)
北
千
住
駅
西
口

五
月
三
十
一
日
(
木
)
粟
為
小

時
間
は

、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
○
時

三
十
分
ま
で
は
昼
食
休
憩
の
だ
め
、

御
遠
慮
く
だ
さ
い
。

足
立の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て

( 24)

―
―
千
住
一
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
七

―
―

勝
山
準
四
郎

森
鴎
外
の
父
静
男
が
千
住
北
組
一
丁
目
に
移
転

し
た
の
は
明
冶
十
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
の

都
税
事
務
所
の
敷
地
で
あ
る
。

森
家
は
石
州
津
和
野
藩
(
鳥
根
県
)
の
廖
医
で

あ
っ
た
が
、
維
新
後
一
家
を
あ
げ
て
上
京
、
父
は

向
鳥
小
梅
村
の
屡
主
亀
井
邸
に
、
嚊
外
は
神
田
の

四
周
方
に
寄
宿
し
た
。
明
冶
五
年
鴎
外
十
歳
の
時

で
あ
る
。

父
静
男
は
上
京
後
、
主
家
の
医
療
に
当
た
る
か

た
わ
ら
そ
の
土
地
で
開
業
し
、
医
師
集
会
の
世
晒

役
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
明
治
九
年
千
住
町
に
出

来
た
区
医
出
彊
所
曾
理
を
東
京
府
か
ら
侖
じ
ら
れ

た
。
森
家
と
千
住
と
の
出
合
い
で
あ
る
。
そ
の
喙

で
十
一
年
爾
足
立
鄒
殴
立
と
と
も
に
鄒
医
を
委
嘱

さ
れ
た
。
年
給
二
百
四
十
円
と
の
こ
と
。
畤
の
耶

長
の
月
俸
四
十
五
円
の
こ
ろ
の
は
な
し
で
あ
る
。

こ
ん
な
因
縁
で
森
家
は
千
住
に
柿
り
住
ひ
こ
と

に
な
っ
气
同
十
四
年
恥
男
は
郡
医
を
辞
し
、
軅

宅
を
改
築
し
て
橘
非
堂
医
院
を
開
業
し
た
。
鴎
外

も
こ
の
時
十
九
歳
の
若
さ
な
が
ら
東
京
大
学
医
学

都
を
卒
業
し
、
陸
軍
省
に
奉
噸
、
軍
医
副
に
任
官

し
て
下
宿
先
か
ら
父
の
元
に
帰
り
、
こ
の
家
か
ら

陸
軍
病
院
に
沌
う
こ
と
に
な
っ
た
。

家
に
つ
い
て
は
先
の
実
妹
小
金
井
齒
美
子
さ
ん

(
産
明
泊
四
年
生
昭
和
三
十
一
年
色

が
『
千
住

の
家
』
に

不

路
を
這
入
っ
て
鰍
に
な
る
程
行
く

と
門
に
つ
き
当
る

。
原
板
擲
で
取
娜
し
た
屋
敷
で

あ
っ
た
。
も
と
は
し
か
る
べ
き
人
の
住
ん
だ
家
と

見
へ
て
古
ぴ
て
は
ゐ
る
か
殖
物
が
し
っ
か
り
し
て

ゐ
て
、
平
家
な
が
ら
屋
根
か
高
く
天
井
の
上
に
怐

を
置
く
や
う
に
な
っ
て
ゐ
た
。
建
坪
も
余
程
有
る

が
、
診
察
所
、
待
合
室
、
薬
周
、
叢
牛
蔀
屋

、哦

夫
郎
屋
と
と
づ
て
し
ま
っ
て
は
、
住
ひ
の
方
か
割

合
狭
く
な
っ
て
ゐ
气

…
…
中
略
…
…
裹
は
凍
い

粡
で
ノ
刎
橋
(
は
ね
ぱ
し
)
を
ド
し
て
出
る

と
、向
ふ
に
藁
葺
の
百
姓
氷
か
双
六
軒
高

・
る
。‘
そ
の
先
は
縵
畊
の
方
迄
見
咳
さ
れ
る
田

闘
で
あ
っ
た
」と
述
べ
て
い
る
。

鴎
外
は
ド
イ
ツ
留
学
ま
で
の
四
年
閧
、
こ

の
家
で
過
ご
し
て
い
る
。
更
に
明
冶
二
十
一

年
帰
圃
し
て
旅
の
つ
か
れ
を
ほ
ぐ
し
た
の
も

こ
の
家
で
あ
っ
た

。
そ
れ
だ
け
に
後
年
爾
医

界
に
、
文
壇
に
君
臨
し
た
彼
の
脳
裡
に
も
こ

の
千
佳
の
家
の
思
い
出
は
時
に
ふ
れ
去
来
し

た
ら
し
い
。
小
説
「
カ
ズ
イ
ス
チ
カ
」(
明

冶
四
十
四
年
二
月
雑
誌
三
田
文
学
発
表
)
は

こ
の
千
住
の
家
を
扱
っ
た
唯
一
の
作
品
で
あ
る
。

彼
は
花
詞
医
学
士
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

「
父
が
開
業
し
て
ゐ
た
の
で
花
房
医
学
士
は
卒

業
す
る
少
し
前
か
ら
、
休
課
に
父
の
吽
に
粢
て
ゐ

る
閧
は
、
代
診
の
真
似
嚊
を
し
て
ゐ
た
。
花
房
の

父
の
診
察
所
は
大
千
住
に
あ
っ
た
が
、、
小
金
井
き

み
子
と
い
ふ
女
が
「
千
住
の
家
」
と
い
ふ
も
の
を

霈
い
て
、
委
し
く
此
家
の
事
を
叙
述
し
て
ゐ
る
か

ら
、
ロ
コ
、
チ
タ
ト
と
し
て
こ
こ
に
は
贅
せ

な

い
」
と
書
出
し
父
君
の
こ
と
や
代
診
の
思
い
出
を

述
べ
て
い
る
。

こ
の
文
豪
ゆ
か
り
の
催
物
か
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
の
か
不
明
の
ま
ま
、
か
つ
て
某
日
刊
紙
汀
東
版

に
『
森
鴎
外
と
千
烋

の
拙
文
を
寄
稿
し
た
。
そ

の
夊
か
ら
石
井
時
子
さ
ん
(
千
住
伸
町
、
故
人
)

の
沛
教
示
で
こ
の
仔
細
か
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

(こ
の
項
つ
づ
く
)

千住にあった森家の見取図

苗
木
の
無
料
配
布

締
切
り
せ
ま
る

四
月
二
十
日
兮
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
緑
化
連
動
の
一
環
と
し
て
の
苗

木
配
布
の
申
込
み
締
切
り
は
、
来
る
十

日
に
迫
り
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
で
、
ま
だ
ご
投
凾
さ
れ

一
て
い
な
い
方
は
、
至
『

紀
様
式
で
お

一‘申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
次
の
こ
と

一
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
は
必
ず
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
そ

れ
以
外
は
無
効
と
し
ま
す

▽
申
込
み
は
、
一
世
帯

】通
(
一
本
)
　

限
り
で
す

苗
木
の
種
類
、配
布
方
法
等

○
種
類
-
お
お
ひ
ら
さ
き
(
つ
つ
じ
科
)

で
三
十
り
も
の

○
配
布
本
数
-
一
万
本
(
申
込
み
が
一

万
本
を
越
し
た
と
き
は
、
抽
せ
ん
で

決
め
ま
す
)

○
当
遇
の
方
に
は
、
配
布
日
時
、
場
所

を
折
り
返
し
通
知
し
ま
す
(
場
所
は

所
管
の
出
張
所
ま
た
は
そ
の
付
近
の

学
校
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
)

○
配
布
の
際
に
、
苗
木
の
植
え
方
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
さ
し
上
げ
ま
す

○
落
遇
の
方
に
は
そ
の
旨
ご
返
事
し
ま

す

申込みハガキの書き方

= お受けください=

胃がんの検診
対
象

区
内

に
お
住
ま
い
の

三
十
五
嫩
以
上

の
方実

施
月
日
と

定
員足

立
保
健
所

管
内
の
方
-
5

/
3
1
(
木
)
五

十
名
7
/
2
(

月
)
六
十
五
名
7
/
9
(

月
)

六
十
五
名

・
7
/

狛
(

日
)
六

十
五
名

千
佳
保
健
所
管
内
の
方
j
6
/
4
(

月
)
四
十
五
名
6
/
6
(

水
)
三

十
五
名
6
/
M
(

木
)
六
十
五
名
6
/
2
8
(

木
)
六
十
五
名

申
込
み
方
法
　
管
内
の
保
健
所
へ
往

復
ハ
ガ
キ
で
、
次
の
こ
と
を
記
入
し
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。(
冐
の
検
診
と

明
記
の
こ
と
)

住
所
/
氏
名
/
生
年
月
日
(
膺
年
齢
)

/
竜
話
番
号

な
お
、
す
で
に
「
保
健
所
だ
よ
り
」

を
見
て
申
込
ま
れ
た
方
は
、
申
込
ま
な

く
て
も
結
構
で
す
。

検
診
場
所
5
/
3
1

‘・・
鄒
が
ん
検
診

セ
ン
タ
ー
7
/
2

・
7
/
9

・
7
/
1
6

・
:足
立
保
健
所
6
/
4

・・・
東
和
保

健
相
談
　
6
/
6

・・・
江
北
保
健
相
談

所
6
/
1
4

・
6
/
2
8
…
千
住
保
健
所

申
込
み
は
、
足
立
保
健
所
業
務
係

(〒

匸
一
〇
中
央
本
町
一
丁
目
五
-
三

宮
(
四
〇
一

五
一
四
一
)
あ
る
い
は
、

千
住
保
健
所
業
務
係
(
〒
匸
一
〇
千
住

仲
町
七
六
　
(
(
(
-

四
二
七
七
)
へ

ど
う
ぞ
。

※
先
着
順
に
実
施
日
を
決
定
し
、
通
知

い
た
し
ま
す
。

部
落
問
題
理

解
の
た
め
に
( 13)

我
々
部
落
民
は
、
部
落
差
別
に
よ

っ
て
就
職
の
機
会
均
等
、
教
青
の
機

会
均
等
な
ど
の
市
民
的
権
利
が
行
政

的
に
不
完
全
に
し
か
保
障
さ
れ
て
い

な
い
。

こ
の
欄
の
昨
年
1
1
1月5
日
号
で
の

体
験
記
の
よ
う
に
、
学
校
で
の
鰥
骨

な
差
別
に
よ
っ
て
学
校
嫖
い
と

な

り
、
小
学
稜
す
ら
満
足
に
い
け
ず
、

そ
の
結
果
、
身
内
を
た
ど
っ
て
零
細

な
皮
革
鬨
係
の
仕
事
に
つ
か
さ
る
を

得
な
い
と
い
う
状
態
や
、
ま
た
、
差

刪
に
よ
る
癧
喃
な
貧
困
の
た
め
、
家

の
手
つ
だ
い
等
で
学
校
に
い
け
ず
、

不
安
定
な
零
細
企
業
や
、
日
雇
い
等

の
雑
業
に
し
か
つ
け
ず
、
常
に
生
活

苦
に
さ
い
な
ま
れ
、
同
じ
よ
う
に
子

供
に
肩
足
な
教
育
そ
受
け
さ
せ
ら
れ

な
い
と
い
う

。
差
別
の
ど
う
ど
う
め

ぐ
り
か
現
在
ま
で
く
り
返
さ
れ
て
き

て
い
る
の
だ
。

こ
れ
は
、
我
々
が
就
職
の
機
会
均

等
の
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
主
要
な
生
産
関
係
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
差
別
的
な
酋
助
と
し

て
表
わ
れ
る
差
別
観
念
の
み
を
、
部

落
差
別
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い

る

が
、
そ
の
よ
う
な
差
別
観
念
を
さ
さ

え
て
い
る
郎
落
の
実
態
を
解
放
し
て

い
か
な
い
か
き
り
、
常
に
差
別
の
再

生
産
か
行
な
わ
れ
て
い
く
。

(
都
落
解
放
同
盟
足
立
支
都

曾
(
(

四
一

三
七
(
五
)

防
犯
灯
補
助
金

交
付
の
届
出
を

受
付
け
て
い
ま
す

民
有
防
犯
灯
は
、
補
助
金
交
付
饗
綱

に
も
と
づ
き
、
従
来
か
ら
の
補
助
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
四
十
(
年
度

か
ら
全
町
会
、
自
冶
会
と
も
そ
の
団
体

単
位
で
管
理
灯
数
の
届
出
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
会
・
自
治
会
長
あ
て
に
は
別
に
案

内
し
て
あ
り
ま
す
が
届
出
書
に
地
図
と

一
灯
料
領
収
証
を
廓
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
届
出
の
な
い
と
こ
ろ
は

補
助
金
の
交
付
か
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
紹
定
区
道
上
に
股
置
さ
れ
た

民
有
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
寄
付
を
受
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
同
時
に
申
睛
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
は
、
五
月
一
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま
で
で
す
。

届
出
先
は
、
区
役
所
第
二
庁
舎
街
路

照
明
係
へ
ど
う
ぞ
。

(
(
九
-
六
一
六
一

※
届
出
用
紙
と
添
付
す
る
地
図
(
二
千

分
の
I
)

は
、
同
係
で
用
意
し
て
い
ま

・
す
。

■
十
六
ミ
リ
映
写
機

講
習
会

こ
の
講
習
を
修
了
し
、
試
験
に
合

格
し
ま
す
と
修
了
証
が
交
付
さ
れ
、

修
了
証
所
持
者
の
い
る
団
体
は
、
区

・
都
の
フ
″
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
の

利
用
が
で
き
ま
す
。

日
時
-
五
月
十
五
日
(
火
)
£
一

十
三
日
(
水
)
《
十
九
日
・
二
十
日

・
二
十
一
日
を
除
く
》
午
後
六
時
～

(
時
三
十
分
　
場
所
-
区
青
年
館

受
講
資
格
-
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
み
は
、
五
月
七
日
か
ら
区
教

育
委
員
会
文
化
係
で
叉
付
け
ま
す
。(

定
員
五
十
名
に
な
り
次
第
締
切
り
)

■
青
年
文
化
教
室

区
青
年
館
で
は
、
次
の
よ
う
に
各

種
教
室
を
開
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
料
理
教
室
《
初
夏
の
お
惣
菜
》

講
師
I
沢
田
千
津
子
氏

▽
話
し
方
教
室
《
初
歩
入
門
》

講

師
-
駒
杵
健
治
氏

▽
和
服
の
着
付
教
室
　
講
師
-
栗
原

博
子
氏

日
時
　
五
月
十
六
日
～
六
月
二
十

二
日
ま
で
の
毎
退
水
・
金
曜
日
午
後

六
時
三
十
分
～
(
時
三
十
分

場
所
区
青
年
館
(
東
武
締
大
師

前
駅
下
車
)

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
教
材
賢

は
実
費
負
担
)

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
で

二
十
五
歳
以
上
の
方

申
込
み
は
、
五
月
六
日
か
ら
直
接

斉
年
館
で
受
付
け
ま
す
(
各
教
室
と

も
定
貝
五
十
名
に
な
り
次
第

締
切

り
)
。

■
大
菩
薩
峠

区
民
ハ
イ
キ
ン
グ

区
体
育
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り

区
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
な
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
-
五
月
二
十
六
日
(
土
)
～

二
十
七
日
(
日
)
バ
ス
夜
行
日
帰
り

▽
場
所
-
大
菩
直
峠
(
秩
父
多
一

国

立
公
園
)

▽
会
費
-
二
千
二
百
円

▽
参
加
資
格
-
十
六
歳
以
上
の
一
般

区
民
(
区
内
在
勤
・
在
学
を
含
ひ
)
　

お
よ
ぴ
父
兄
同
伴
の
中
学
生

▽
申
込
み
締
切
り
-
定
員
百
名
に
な
　

り
次
第
締
切
り

▽
申
込
み
先
-
会
費
を
廓
え
て
次
の
　

い
ず
れ
か
へ

※
駒
草
山
荘
(
千
佳
一
丁
目
(
(
)
　
　
(
(

一
―
二
四
九
〇

※
マ
ツ
ノ
ユ
ポ
ー
ツ
(
関
原
二
丁
目

一
六
-
一
一
)

(
(
七
-
(

九
一
九

そ
の
ほ
か
詳
細
は
、
申
込
み
先
に

お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

■
観
光
映
画
の

つ
ど
い

足
立
区
観
光
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
「
蠣
光
映
画
の
つ
ど
い
」
を
開

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
・つ
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
-
五
月
十
(
日
(
金
)
午
後

二
時

場
所
-
区
産
業
振
興
館

入

場
料
-
無
料

観
光
映
画
・
劇
映
画

■
区
民
ス
ポ
ー
ツ教

室

▽
種
目
L
会
場
L
実
施
日

○
体
操
L
第
十
五
中
学
校
体
育
館
-

掲

示

板

五
月
九
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

○
軟
式
テ
ニ
ス
ー
北
千
住
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
(
ナ
イ
タ
ー
)
一

五
月

十
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

▽
時
間
　
各
会
鳩
と
も
午
後
六
時
三
　

十
分
～
(
時
三
十
分

▽
参
加
資
格
　
十
五
歳
以
上
の
区
民
　

の
方
(
高
校
生
を
除
く
)

▽
参
加
方
法
　
当
日
会
場
で
入
館
証

の
交
付
を
お
受
け
く
だ
さ
い

▽
参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育
委
員
会

体
青
課
へ
ど
う
ぞ
。

■
お
忘
れ
な
く
!

福
祉
年
金
の
定
時
届
け

福
祉
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る

方
は
、
定
時
届
け
が
必
要
で
す
。
こ

の
届
け
を
出
さ
な
い
と
年
金
が
も
ら

え
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
を
。

期
間
-
五
月
七
日
ヱ
(
月
三
十
日

持
参
す
る
も
の
1
福
祉
年
金
証
一
・

印
か
ん

届
出
先
-
区
役
晢
一
民
年

金
課
ま
た
は
所
管
の
出
彊
所

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
国
民
年

金
課
へ
ど
う
ぞ
。

■
福
祉
年
金
の
裁
定

請
求
を
さ
れ
る
方
へ

福
祉
年
金
(
老
齢
福
祉
年
金
・
障

害
福
祉
年
金
・
母
子
福
祉
年
金
・
串

母
子
福
祉
年
金
)
の
裁
定
請
求
に
必

要
な
添
付
一
類
の
う
ち
、
戸
籍
抄
本

ま
た
は
、
戸
籍
記
載
事
項
証
明
一
　

(
た
だ
し
、
足
立
区
に
本
篇
が
あ
る

方
)
と
住
民
票
が
四
月
一
日
か
ら
無

料
で
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
窓
ロ
ヘ
「

祉
年
金
用

」
と
言
っ
て
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
の
納
付
書

を
お
届
け
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
一

を
今

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
届
か
な
い

方
は
、
区
役
所
国
民
年
金
課
記
録
係

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
め
る
と
こ
ろ
は
、
都
内

の
銀
行
・
信
用
金
庫
・
偉
用
組
合
の

各
本
支
店
、
郵
便
局
、
足
立
農
業
協

同
組
合
、
区
役
所
第
一
第
二
庁
舎
内

の
派
出
所
の
い
ず
れ
か
へ
ど
う
ぞ
。

納
付
期
限
は
、
五
月
三
十
一
日
で

す
。
ど
う
ぞ
お
忘
れ
な
く
。

■
技
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

明
る
く
、
住
み
良
い
社
会
を
そ
つ

く
る
た
め
に
、
艮

立
区
技
能
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
」
か
あ
り
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
。
福
祉
施
設
李
老

人
ク
ラ
ブ
、
こ
ど
も
会
な
ど
の
団
体

に
対
し
て
ご
希
望
に
よ
り
、
組
織
的

に
奉
仕
活
助
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

員
と
し
て
、
社
会
福
祉
事
葉
に
理
解

と
意
慾
の
あ
る
方
で
、
次
の
よ
う
な

知
識
や
技
能
な
ど
お
持
ち
の
方
を
募

集
し
ま
す
。

ま
た
、福
祉
施
設
や
団
体
な
ど
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け

た
い
と
き
の
受
付
け
も
行
な
っ
て
い

ま
す
。

申
込
み
は
、
足
立
区
社
会
福
祉
協

鑽
会
へ
ど
う
ぞ
。

(
(
(
-

一
五
五
〇

(
技
能
内
容
)
①
学
術
指
導
②
ま

晒
・
童
謡
⑤
紙
芝
居
④
遊
び
方

揩
導
⑤
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
解
説

⑤
講
話
⑦
育
児
助
言
⑧
映
写

⑨
写
真
⑩
音
楽
@
演
芸
@
理

容
・
ス
ポ
ー
ツ
9
茶
遭
・
華
道

⑩
和
裁
・
洋
裁
⑩
囲
碁
・
将
棋
@

労
力
ほ
か

■ 自動車税第一期分・固定資産税第一期分の納期限は5 月31日です ■ タバコは区内で買いましょう N・I　208, 0
00


